
1

Oct．1983 書 評 383

P・13・ディクソンほか

『ORANI＝オーストラリア
　　　　　　　経済の多部門モデル』

P、13．Dixo盤，θ参αZ．，08．4エVI：五漉鷹∫8θ孟oγωδ

自滅げ醜β温囎磁臨箆βooπo蹴野，　A鵬terd亀搬，

NQ枕h－Hollandμ982，　xii十372　pp．

　本書はオーストラリア連邦政府内の一部局，IndUS一

毛rial　Ass三stance　Commission（臼本：の通産省乾経済企

画庁各々の果たす機能の一部を兼ね備えている）が中心

となって押し進めてきたプロジェクトの産物の1つであ

る。本書が出版されるまでには約5年目費され，IAG

と外部の経済理論家4人の共同執筆である。著者達もい

うように，ORANIという豪州経済分析の道具が完成す

る迄には，この国の官，民，若手，中堅の理論，実証家

が様々な彩でその作業に参舶してきた。その意味で本書

の内容は豪州経済学界のレベルを反映していると言って

よいであろう。そしてそのレベルは相当に高い。

　さて本書は実証分析の道鼻としてのQRAMがいか

なる理論的背景を持ち，何を，どのように分析しうるも

のであるか，かつその限界は何か，を説明することに最

大の力点を置いている。健？て，第2，3章が中心を成し・

特に第2章を理解する二とが本書全体を理解するための

鍵iになっている。

　1977年置ORANIの実用モデノレが発表されて以来，

これ’を現実に豪州経済問題分析に適用した結果が既に多

数発表されている。今後豪州経済を実託的に分析して行

こうとする揚含には，既存の連銀，メルボルン大学等の

マクロ計量モデルや，通常の産業連関分析に加えて，

ORANIモデノレを用いた分析結果がどのようになってい

るかを検討するgとが不可欠となってくるであろうQ

　ORANIモデルとは，1960年代早々に展開を見たJo－

ha麗en流の多部門多商品の理論モデルをオーストラリ

ア経済の現実に沿って部門分け，商品分類して現実のデ

ータを基にして出来上っている。点者は浅牽にして臼本、

にも（レオンチェフ画業連関分析のみならず）Jobansen

流の多日門分析の道具立てが存在するのか否かを知らな

い。それが1－0表程には一般的に用いられていないと

仮定して，以下にORANI体系を若干説明じよう。

　ORANI体系は2つの行列からなる。第1の行遡の列

は各産業部門，家計，輪禺．政府などの部門である。こ

れに対し行は生塵物，（輸送艶流通などの）マージン高高，

本源的生産要素などの供給である。Joh細senモデルで

は産業のジョイント・プロダクションが飾され，特に行

の解釈は1－0体系のそれと全く異なっている。従って

この第1行列は必ずレも正方行列ではない。行列のσ，ゴ）

要素の解釈は，LO表と似ており，ゴ部門への②の投入と

読む。さて第1行列に表われる現実の数値は各塵界，溝、

費者，豪州産品の輸出先，政府等が最適な行動をとった

結果実現されたものと仮定する。即ち第1行列は一般均

衡解である。し力闘各産業，澗費者達の生産，効用関数

は非線型の弗のがとられ，輸出需要，政府需要の関数も

非線型関数である。非線型体系の変数の決定には何らか

の近似法を用いるのが常道であり，ORANIにおいても

然りである。第1行列はζの線型近似を行う際の数値デ

ータを与える資料であって，モデル利用者達は（極端な

言い方をすれば）第1行列を知らなくともよい。

　次に第2の行列である。例えば第ん財の消費需要耽

は所得霧と二二格勉等によウて決まり，賜＝砺（垂物），

のように書けるだろう。OR．ANIは変数の変化率，

4射賜，鞠忽，4謝跳に注目する。即ち，

　　　　　廊あ隔畿σ写吻忽＋Σ砺吻渦．

ここにσは弾性値である。ORAN工の第2行列は◎と1

と上のような弾性値から成っている。経済学者達が実際

に利用するのは実はこの第2の行列のみである。利用者

慣知っておかなければならないのは，この行列と変装の

変化率のベクトルの積の解釈のみである。どのように利

用するのか。次の計算を見よ。

P麟網羅；］

左辺の積ベクトルの要素は，例えば

　　」ψ一Σσ事・幽／多皆（牒。）

のようになる。これを4ψ鍛Σ吻砺偽．と置きなお

し，2¢が幽偽×100％変化ナる時，唄ま（Σ砺晦／勾

×100％変化すると解釈するわけである。即ち，ORAN1

の第2行列は本質的に弾性値の行列であ鉱第1行列は7

・これら弾性値を計算するための資料なのである。

　ORANI第2行列では勿論列の数（即ち変数の数）が行

の数（即ち方程式の数）よ・りもはるかに暗きヤ・。それだけ

に外生変数の数は大きいわけである。推測きれるように，

外生変数としては利罵者の昌的に応じて色々な組み合わ

せをとることができ，外生変数の内生変数：に対するイン

パクトを見る時遮色々な組み合わせのものをとることが

できる。
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　このような分析襯呉が凱に有用であることは朋らかで

あ翫オーストラリア経済に外的・殉的な変化が起った

時，それが様々な変数にどのような波及的効果を与える

かは第2行列の行を眈めればよい。ORAMの体系では

消費者，輸出需要，政麿など（LO体系では』応別個．に

扱われ’なければならない）最終回i要部分も「内生化」・さ

れておリァ経済のミクロ，マクロ双方の側面を体系のゆ

に備えている。利用者の欄から習えば，レ0表やマクロ

計量モデルよりも相当「親しみ易い」道奥であろうと思・

われる。．

　さてこのように◎RA瓢が成立しているめであるが，

評者は次の4つの点にある程度の不安を持つ。（1）貨幣

の供給が国内物価を通して経済変数にいかなる影響を及

ぼすめか，の軍門が明らかにされていないこと。本書の

p430倒p．135はORANI体系の方程式をリストアップ

したものであるが，この中には貨幣供給の影響を体化し

た方程式が含まれていない。しかし貨幣供給が（マネタ

リストの争うよう癒シナリオで働くのか否かは別．にして

竜）経霊斉に決定的影響iカを一与えるらしいということは明

らかである。……とはいえ経済と貨幣の問題が100％明

らかにされてはいない現在．このような不満を撮するの

は「アンプ濫ア」なのか略知れない。（2）酔眼需要が余

りにも簡単すぎ，政府の行動を表現する方程式体書の

（エ6．功が頼りないこと。この点は著者達も認めている。

いずれにしろ政府め行動も経済全体に決定的影響力を及

ぼす要素であ鱗この部分は，豪州あその隠々の政膚の

行動様式をより具体的に表わしうる方程式で帯き換えつ．

っQRANIを注意深く利用しでいく他にないのではな

かろうか。（3）第2行列の要素である弾姓値は，非線型

関数のある一点で評価されたものであり，父王と共に評

価されるべき点が移動していくことを増える時，やはり

第2行列の安定性と信頼性は常に確かめ直されなければ

ならないものであろう。オーストラリアもまた他の国々

と同様70年代に大きな激動を経験した。これは80年代

．にも継続していくであろう。このことは第2行列が常に

動いているものであることを意濁しているQとはいえこ

の事はL◎表，マクロ計量モデルにも同様にあてはま
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る事であって，QRANIのみに対しての不満ではないの

は勿論である。（4）利子率。ORAN琳菓もマク・磯

クロ双方を統合した体系である。近年この双方に甚大な

悪影響を与えてしま倭たのは利子率の異常な高騰であっ

た。7◎年代に5州6％で推移したオーストラリアの失業

率は，利子率の高騰と共に80年代に入って雛ンスタン

トに上昇し，あれよあれよという間に12％台に乗せて

しまった。利子率のレベルも経済に決定的な影響を与え

ている。資本に対する収益とは異なるところの利子率要

隅を変数として含まないモデルでは，その分析の範囲と

分析結果の信頼性についてある程度の制限が課せられて

しまう。

　以上のような不安がつきまとうとはいえ，それらは多

かれ少なかれ既存の分析道具にもあてはまるものである

ことは評者も理解している。その意味ではORA蝦に

対しての不安というものはジ現在の経済学という賂のに、

対しての不安感と起源を同じくしている6GRANIだけ

を貴めることが「アンフェア」であるのは当然のことで

ある。

．本書力説明しているモデルの理論的背景は決して簡単

なものではない。そこに電燈されている数学も決して単

純なものとは言えないだろうσしかし著者達はその複雑

でかなりにヘピ臨な理論の金体を驚く程平易に叙述する

．ことに成功レ（いる。オーストラリアの大学では経済単

部は3年鮒であるが，2年生までにある程度の線型数回，

非線型計画の知識をたたき込まれている彼等は，それ程

の騎銃なしに読むことができるだろう醸それだけに今後

．はオーストラリア経済の分析にORAN工を用いた論文

が増えてくることが当然予想される。

　周知のように，臼豪関係は切って略切れないレベルに

まで達しているのが現実である。日本にとってそのよう

なパートナーであるオース｝ラリアがどのような構造の

経済を持っているのか，乱撃が何をしたらオーストラリ

アにどのよろな影響を与え得るのか，あるいは与えてし

まうのか，を充分自覚しておくのが重要であることは論

をまたない。その意昧で婚斑本にとって有難い著作が出

版された慈のだと評者は思うσ　　　　　〔鈴木英夫〕
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